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野毛山幼稚園

予 定

日 曜 備 考

2 水  １１時3０分降園

16 水  １１時3０分降園

21 月 休園

23 水
９時２０分　礼拝堂

こひつじはありません。

水を使って楽しく遊ぶ。

絵本や紙芝居に親しむ。

自分でできることは自分でやろうとする。
ルールを守って遊ぶこと、ゲームすることの
楽しさを知る。

年　中（くるみ組） 年　長（すずらん組）

好きな場所で安定して遊ぶ。
保育者や友だちと一緒に遊ぶ中で安心感を
もつ。

思い通りにいかないことや、友だちと
のぶつかりの中で自分の気持ちを伝
え、立ち止まってがまんしたり、やり直
したり、仲直りをする経験を重ねる

簡単なルールのある遊びに参加し、先生や友
だちと一緒に楽しむ。

25 金 　夏まつり

夏の生活の仕方を知る。

　8月誕生会　

　海の日

１６時～１８時半過ぎ頃
　詳細後日

雨天の場合　翌２6日(土)

年中くるみ・年長すずらん組

水を使って楽しく遊ぶ。

　第一学期終業式

いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。
どんなことにも感謝しなさい。

暑い中でも木陰の涼しさを感じ、
水遊びなどで心も体も開放する

たくさん遊んだら、静かに休む。

賛美やお祈りすることを喜び礼拝
を心地よく感じる

　７月誕生会　

好きな遊びを夢中になって繰り返
す中、保育者や友だちとのやりと
りが楽しくなりもっとやってみたい
と気持ちがはずむ

平和について身近なことから考える。

7　月　の　予　定

予 定

生活リズムを身につける。

年少ばら組

月主題　月のねがい

主題

これまでのあそびに変化をつけたり、工夫し
て友だちとのあそびを楽しむ。

たなばたを通して、天体や宇宙に興味・関心
を持つ。

絵本や紙芝居に親しむ。

楽しく踊ったりしながら、自分たちの思った
ように表現する。

平和について身近なことから考える。生活リズムを身につける。

日々、健康が与えられ、元気に過ごせることは当たり
前ではありません。全ては神さまが守ってくださって
おり、神さまの恵みです。私たちは感謝することがた
くさんあるのですが、当たり前になってしまい、逆に不
平不満が多くなっていないでしょうか。
今月の聖書の言葉はテサロニケの信徒への手紙の中
に書かれています。この手紙を書いたパウロという
人は、獄中にとらわれながらも神さまに感謝し、喜び
をあらわしていた人です。パウロにはひとつの病があ
りました。パウロは３度神さまにその病を取り除いてく
ださるようにと祈りましたが、苦闘の中で神さまのみ
心(ご計画)を知り、「神さまの恵みは十分で、弱い時
にこそイエスさまの力が現れてくださっている、むし
ろ大いに自分の弱さを誇ろう」と、心の転換を与えら
れ、気づき、感謝の生活を送ったのです。
私たちも生活を見つめなおし、気づく心を持って、心
から「ありがとう」と言えますように。
そして、それを態度で示すことができますように…

発見したことや思ったことを先生や友だちに
伝える。

動植物の世話をする。

水を使って楽しく遊ぶ。

夏に関する本を読んだり、話を聞いたりす
る。

平和について身近なことから考える。

わからないことや、不思議に思ったことを調
べる。

夏の生活の中でたくさん動いたら休息をと
る。

遊びや関わりの中で、表現すること・探
求すること・交わることを思いきり楽し
む

はずんで
（年少）

思いっきり
（年中長）

夏に関する本を読んだり、話を聞いたりす
る。

今月の聖句　

身についてきた生活習慣をすすんでできるよ
うにする。

たくさん遊んだら、静かに休む。

絵本や紙芝居に親しむ。

年　少(ばら組)

主を喜んで賛美する（ともに、歌い・踊
り・「ハレルヤー」と心を合わせ）

テサロニケの信徒への手紙一　５章16～18節


